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Ａ子さん
今日の体調は
どうですか？

熱は如何ですか？

咳が出ますが
熱は36度5分に
下がりました。

遠隔アプリをインストールした
モバイル機器で遠隔応対

病室に入室せずビデオ通話により
患者の病状をきめ細かく観察・確認

看護師を呼んだり話すことに
気をつかいがちだが、遠隔なら聞きやすい

映像や音声
　の通信

WebRTCを
利用した1：1接続

<看護師> ナースステーション（５階）

<患者> 隔離病室（３階）

体調や安否を確認

自動発信

状況報告

最近、具合が悪くて
買い物にいけていないの

　モバイルコンピューティング推進コンソーシアム（MCPC）は、モバイル、IoT、AI の本格的かつ健全な発展を目指し、通信キャリア、コンピュー

タハードメーカ・ソフトメーカ、システムインテグレータ等が一体となって活動するコンソーシアムです。

　技術分野ごと、普及促進など、多彩な委員会を設け、研究活動や情報提供、さらにはモバイル技術者を育成する技術検定を実施しています。

　すぐれたモバイル、IoT/AI活用の事例やソリューションを表彰する「MCPC award」は20年近い開催実績を誇ります。応募企業の業種業

態は様々で、医療・介護・保育などの分野からも意欲的な事例が見られています。

　ユーザー部門においては、2015年から2020年の6年間で5回、医療の事例が優秀賞及びグランプリに選出されています。

　MCPC普及促進委員会では、毎年アワード受賞企業の事例を「成功したモバイル /IoT活用事例集」として公表しています。本誌は、事例

集のなかから、医療・介護・保育に関するモバイル活用事例およびソリューションを抽出して紹介します。

　MCPCのAI＆ロボット委員会・医療＆ヘルスケアワーキンググループは、2014 年に発足しこれまでに
64 回のワーキングを重ねて参りました。
　この間、成長産業／分野と言われる医療、ヘルスケア、介護の各領域でご活躍の専門家や研究者、事業責任
者の方々から様々なご講演やご講話を頂きながら、IoTを活用した多職種連携（医師／看護師／薬剤師／介
護士等）を実現する医療情報の共有化、その為の共通インフラ整備の重要性などを議論しつつ、現場課題の
具体的解決に向けた医療・介護ソリューションやIoTサービス等の在り方を検討してきました。
　おりしも2020年の新型コロナウイルスの感染拡大によりオンライン診療や遠隔医療サービスなどIoTを
駆使したソリューションが再注目される中、これまでMCPCが輩出してきた様々な優れた関連ソリューション
を、主にMCPCアワード受賞者を中心にここに編纂しました。
　中には、医療・ヘルスケアWGメンバー同士の交流を通じて検討・実用化したソリューションも収載され
ており、広く医療・介護関係者の皆様、そしてMCPC会員の皆様にも再度ご覧いただきたく思います。　
　なお、WGでは随時、会員企業の皆様の参加募集も行っておりますので、ご希望の際はMCPC事務局に
お問合わせくださるよう、何卒宜しくお願い申し上げます。
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AI を活用した地域ケア・コミュニケーションシステムみまもり電話
NTTドコモ

IoT を活用した健康まちなかウォークラリーシステム
リブト

「みえる電話」
NTTドコモ／ドコモ・テクノロジ

乳児見守り支援システム「べびさぽ」～ VC Babycare Support ～
トライポッドワークス

はいかい高齢者救援システム
高崎市

「いまどこちゃん」
やさしい手

独居老人生活見守り「お元気ですか？」
クリオネット

「Care-wing介護の翼」
ロジック

アワード受賞年順に掲載しています。
＊掲載事例は、それぞれのMCPC award受賞年の内容です。現在は内容が変更されている場合がありますのでご了承ください。

MCPCおよびMCPCアワードについて

医療・介護版事例集刊行にあたって

AI＆ロボット委員会・医療＆ヘルスケアWG（旧バイオ＆ヘルスケアWG）
主査　伊集院明宏
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新型コロナウイルス感染症対応「遠隔応対ソリューション・ペーシェントコール」
日光市民病院

トレーサビリティを利用した医療安全システム
市立伊丹病院

日病モバイル
フロンティアフィールド

5G とクラウドサービスを活用した国内初の遠隔 手術支援サービス
東京女子医科大学

総合滅菌管理 システム 「ARIES」
福井大学医学部附属病院滅菌管理部

スマイリー・マミー・プログラム（SMP）ライフログ収集ソフトウェアアプリ・ムーヴバンド
東北大学

在宅医療 緊急コール対応クラウドシステム
平郁会

遠隔胎児診断支援システム
埼玉県立小児医療センター

クラウド型救急医療連携システム
福井大学医学部救急医学

小児救急支援アプリ
大阪大学大学院医学系研究科救急医学等

先進事故自動通報システム「AACN（Advanced Automatic Collision Notification）」
認定NPO法人 救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）AACN研究会

＜介護・保育関連分野＞

＜医療関連分野＞

2020年の表彰式 医療分野からグランプリ（2019年）
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Profile

トレーサビリティで医療の安全・質を高め、ビッグデータを蓄積

　400床を超える病床を持ち、多様な
診療科で地域医療を支える兵庫県伊
丹市の市立伊丹病院では、2014年か
ら電子カルテと連動した医療のトレー
サビリティを推進してきた。現在、8分
野目に取り組んでいる（図1参照）。
　例えば医師から投薬処方が出る
と、薬剤部ではカルテのバーコード、
ピックアップした薬に貼付されたバー
コードと数量、担当薬剤師のコードを
順に読み込み、正しいものであると
確認。カルテと異なった薬や漏れが
あると、携帯情報端末にエラーメッ
セージが出てミスに気付くことができ
る。病棟では、同様に薬剤を確認し、
投薬時に患者が装着しているコード
を読み込んで照合する。
　「これまでは２人で確認していまし
たが、担当１人とシステムでチェック
できるようになりました。ミスを起こ
しにくくなり、誰が・いつ・何を・誰に
という情報がすべてカルテに記録さ

れます。今は、この仕組みなしの運用
は考えられないです」
　システムの導入を現場で支えてき
た看護師長の土井智恵美氏はこのよ
うに実感を話す。薬剤科での医薬品
取り間違い件数は大幅に削減され、
業務の流れもスムーズになった。
　インスリントレーサビリティではさ
らに一歩踏み込んだ。医師の診断を
受けてインスリンを注射する際、GS1
バーコードを読み込んでの薬剤チェッ
クに加え、測定した血糖値・食事量と
連動して投与する量が自動計算され
る。より安全な投薬を実現した。

医療従事者を支援するICT
浸透には無理ない計画も大切

　トレーサビリティ導入を提言・推進
してきた伊丹市病院事業管理者を務
める医師・中田精三氏は、「医療は人
間が人間を診るものですが、それを
機器で支援したいと考えました。さら

にデータを蓄積でき、医療の改革に
貢献もできます」と思いを打ち明ける。
医療系のシステムは高額なため、課題
を決めて順に取り組んでいる。
　今後は、電子カルテの国内共通化
によるコストダウンや医療ビッグデー
タの共有も提言したいという。
　医療現場でICT導入を推進するポ
イントはどこにあるのか。看護部長の
竹原三千代氏は次のように指摘する。
　「導入ステップの綿密な計画が大
切だと実感しています。例えばインス
リンでは、はじめは糖尿病専門病棟
に導入し、デモを使いながら改良し
運用の取り決めをしてから他の部署
に展開しました」
　１つの導入で成果を出すと、次の取
り組みも進めやすいという。
　同病院の賛同者が増え、ビッグ
データ蓄積による医療の安全と質の
さらなる向上が期待される。

モバイルビジネス賞

市立伊丹病院
トレーサビリティを利用した医療安全システム

図2　注射薬トレーサビリティにおける処方・調剤・投薬の流れ例

薬剤師が患者のカルテ
情報と処方薬を照合

病室で患者と点滴を3点
照合

薬剤師 ②調剤 看護師 ⑤投薬

カルテに記載された薬や患者と異なると、エラーメッセージが出る

それぞれのプロセスにて、
薬剤師、看護師は自身のID情報を読み込み担当記録を行う

注射箋の患者情報と薬品
GS1バーコードの照合

看護師1名にて注射薬の
④ミキシング看護師 ③指示受け

医師 ①処方箋

図1　医療トレーサビリティの稼働分野

医療機器管理 医療機器連携（情報）

手術器械 注射薬  インスリン GS1バーコード

内視鏡 病理組織

輸血 内服薬（試行中）

伊丹市病院事業管理者、医師　中田精三氏（写真右）
市立伊丹病院　看護部長　竹原三千代氏（左）
同　看護師長　土井智恵美氏（中央）

市立伊丹病院
兵庫県伊丹市昆陽池1丁目100番地
http://www.hosp.itami.hyogo.jp/

活用領域・解決する課題 ・医療の安全と質向上、ヒューマンエラーの防止
・医療データの蓄積

テクノロジ・
デバイスキーワード

電子カルテ連動の履歴管理システム、携帯情報端末、
GS1バーコード

DATA
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新型コロナウイルス感染症対応 「遠隔応対ソリューション・ペーシェントコール」

医療従事者を守り、患者も安心の遠隔応対システム

審査委員長特別賞・モバイルパブリック賞
公益社団法人
地域医療振興協会

（連携：丸紅情報システムズ、
 シャープ、レゾナ、アーチーズ）

いたアプリケーションにより、ネット上
で端末間の接続情報を交換した後、
安全な映像・音声通信を確立する。患
者側が応答操作をせずとも自動的に
つながるのが特徴の一つだ。病室を
見回るときと同様、患者の病状をきめ
細かく把握できる。
　患者側には専用ケースに入れて見
やすい位置にタブレットを設置。ナー
スステーションを呼び出せる。

新型コロナ自宅療養でも
期待される活用効果

　現在は、看護師が熱や咳の具合や
食事の様子を確認したり、薬剤師が
薬剤の説明をしたりと、目的に応じて
ペーシェントコールを利用している。
　「医療は“接触”が原則ですが、直接
のコンタクトが必要なときと、情報をや
り取りすればすむ場合に分け、医療
従事者を守りながら、医療の質を高め
ることができました。また、我々が防
護服を着ていると患者さん側は遠慮
しがちですが、『不安なことを質問し
やすくなった』との声をいただいてい
ます」と、杉田医師は効果を話す。
　同システムは新型コロナ患者を受
け入れている病院はもちろんのこと、
自宅療養やホテル療養中患者の容体
確認にも有効である。全国での導入
が期待される。

　新型コロナウイルス感染症（以下新
型コロナ）の患者が入院するのは大
病院ばかりとは限らない。世界遺産・
日光東照宮にほど近い日光市民病院
は、100病床の規模ながら、2020年2
月のダイヤモンドプリンセス号患者か
ら、受け入れを続けている。
　同病院は「すべての地域に医療を
届ける」趣旨で設立された公益財団
法人地域医療振興協会が運営してお
り、感染症用4床を設置していた（現
在は8床に増床）。
　管理者・内科医師である杉田義博
氏は次のように振り返る。
　「当時は新型コロナの情報が少な
く怖さも感じましたが、やるしかない
と。ただ、規模が小さい病院ならでは

の悩みもありました」
　医師・看護師は感染症病棟を担当
しつつ一般病棟も診るからだ。
　「つまり、防護服を着て、脱いで…
を繰り返すことになります。特に脱ぐ
ときに感染リスクが高いため、感染
症病棟に入る回数を減らしつつも患
者さんの顔を見て対話ができる方法
はないかと悩んでいました」
　ナースコールは音声のみ、テレビ電
話は端末メーカーに縛りがある、SNS
の電話サービスなどはプライバシー
保護の点で使いにくい。介護向けの
見守りサービスを活用してみたが、画
質などの課題があった。
　これを解決したのが、顔を見て1対
1の双方向通信ができる「ペーシェン

トコール」である。丸紅
情報システムズ、シャー
プなど4社連携で構築
し、7月に稼働を開始。
シャープのモバイル型ロ
ボット「ロボホン」で使っ
ているアプリケーション
を元に開発された。
　医師や看護師が説
明や連絡、様子確認を
したいときは、ナースス
テーションの専用スマー
トフォンから患者を指
定。WebRTC技術を用

日光市民病院

DATA

公益社団法人地域医療振興協会日光市民病院
事業内容：急性期対応医療機関
URL： https://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/

nikko/

活用領域・解決する課題 ・医療機関における新型コロナウイルス感染症対応
・医療従事者の働きやすさと患者の満足度向上

テクノロジ・
デバイスキーワード WebRTC、モバイルアプリ、スマートフォン、タブレット

図　日光市民病院での「ペーシェントコール」活用

Ａ子さん
今日の体調は
どうですか？

熱は如何ですか？

咳が出ますが
熱は36度5分に
下がりました。

遠隔アプリをインストールした
モバイル機器で遠隔応対

病室に入室せずビデオ通話により
患者の病状をきめ細かく観察・確認

看護師を呼んだり話すことに
気をつかいがちだが、遠隔なら聞きやすい

映像や音声
　の通信

WebRTCを
利用した1：1接続

<看護師> ナースステーション（５階）

<患者> 隔離病室（３階）

日光市民病院
管理者
内科医師
杉田義博氏

新型コロナウイルス
対策トピックス
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　最先端医療への活用が期待される
5Gネットワーク。
　東京女子医科大学では、NTTドコ
モの「ドコモオープンイノベーションク
ラウド」を活用して「スマート治療室」

4K映像のリアルタイム伝送でセキュアな遠隔手術支援が実現
と専門医の「戦略デスク」を５Ｇのセ
キュアなネットワークにて接続。遠隔
手術支援を実現した。
　スマート治療室にて脳外科手術を
行う執刀医の手元映像、MRI等大容

量の医療用高精細映像画像や医療
情報を、専門医がいる戦略デスクの
端末へリアルタイムで送信し、適切な
アドバイスを受けるものだ。4K高画
質画像のリアルタイム伝送によって的
確な支援を行える。
　スマート治療室内では、ORiN協
議会が管理する産業用ミドルウェア
ORiNを医療用に転用したOPeLiNK
により、多様なメーカーの医療機器か
らの医療情報を統合した。
　内容の満足度は高く、商用化が検
討されているという。
　本格導入が推進されれば、いつでも
どこでも先進医療が受けられ、地域の
医療課題の解決が進むと期待される。

5G特別賞
東京女子医科大学/
株式会社NTTドコモ

5Gとクラウドを活用した
国内初の遠隔手術支援サービス

図　5Gを活用した遠隔手術支援サービス

第1病棟：スマート治療室
Hyper SCOT（手術室）

戦略デスク：
先端工学外科居室

東京女子医科大学 東京女子医科大学

4K
外視鏡

ドコモ5G+
ドコモオープン

イノベーションクラウド

5Gルータ 5Gルータ

OPeLiNK
サーバ

SCOT
ルータ

４K
エンコーダ

４K
デコーダ

ルータ ルータ

スイッチャー
医療
機器

クラウドダイレクト

戦略デスクPC

4K高画質画像のリアルタイム伝送

専門医からの遠隔手術支援

4Kディスプレイ光ファイバ

＊1　「SCOT」は東京女子医科大学「OPeLiNK」は（株）OPExPARKの登録商標です
＊2　「ドコモオープンイノベーションクラウド」は（株）ＮＴＴドコモの商標です

＊1
＊2

対象分野 医療の質向上  東京女子医科大学　＜URL＞www.twmu.ac.jp/Profile

　いかに健康を維持しながら長生き
できるか─寿命と健康寿命の間に
は約10年の差があるといわれており、
本人の生活の質はもちろん、医療費
増大や労働力低下という社会問題と
なっている。
　社会のデジタル化が進み、健康を
維持するためのデジタルツールも増え
ているが、高齢者はこうしたツールを
使いこなすことが難しく、健康への配
慮は「孤独な戦い」となってる。
　そこでリブトが開発した仕組みが、
スマートフォンが使えない高齢者でも
参加できる健康支援システム「IoTを
活用した健康まちなかウォークラリー
システム」である。

指定場所を通ると自動記録─外出を促し健康寿命に貢献
　公園や公共施設などに到着記録レ
シーバーを設置。市販のBluetoothデ
バイスを身に着けて目的地に行くと情
報が管理Webサイトにアップされ、外
出回数、推定移動距離などを閲覧で
きる仕組みだ。回数を励みにしたり、

サークル内でのランキングを表示で
きるなど、高齢者が外出を楽しむ後
押しをする。
　行政や地域包括支援センター、介
護施設、自治会、企業等での活用が
期待される。

普及促進委員会特別賞
リブト株式会社

IoTを活用した
健康まちなかウォークラリーシステム

図　「健康まちなかウォークラリーシステム」のイメージ

❶Bluetoothデバイスを持って目的地へ
（到着記録レシーバー設置場所）

❷到着情報が
専用データベース
に記録される

専用データベース

❸到着記録の閲覧サイト
（外出回数を記録、健康ポイントと連動）

公園
公共施設
あんしん
相談センター

ショッピング
モール

目的地
（到着記録
レシーバーを設置）

クラウドサーバクラウドサーバ

対象分野 高齢者健康サポート  リブト株式会社　＜URL＞https://livet.jp/Profile

　ひとり暮らしの高齢者世帯は、こ
の20年で1.5倍になった。高齢者が
住み慣れた地域で安心して暮らし続
けられる社会の実現を目指し、地域
ケアシステムの構築が推進されてい

少ない人手で高齢者の見守り AIを活用して電話応答
るが、過疎化が進む地域での担い手
の不足が課題となっている。
　対応策の一つとなるのが、NTT
ドコモの「みまもり電話」である。高
齢者の固定電話などにAIが定期的

に連絡し、会話を通して安否や体調
の確認を行い、人でなければできな
かった見守りを自動化する。
　また、高齢者からヒアリングした
データは、必要性を判断して家族、介
護・生活支援センターなどの地域支援
機関へ自動共有される。
　高齢者が6万人いる自治体の場合、
一連の業務を人手で行った場合に比
べ、7万2000時間短縮可能となる。
　名前や住所の確認では、これまで
の音声認識サービスのデータや磨き
込みにより、高い認識精度を実現。会
話においては、高齢者が聞き取りや
すく話しやすい速度となるようチュー
ニングを重ねている。

AI&ロボット委員会特別賞
株式会社ＮＴＴドコモ

AIを活用した地域ケア・コミュニケーションシステム
「みまもり電話」

図　「みまもり電話」の概要

体調や安否を確認

買い物代行の
ご案内

・AIが高齢者との会話を通して体調や安否を確認
・会話の内容から支援機関への連携の必要性と連携先を
 自動で判別し、情報を共有

自動発信

地域の高齢者

固定電話でもOK 「全ての高齢者世帯」への電話 導入が容易
24時間365日、いつでも繋がる これまで人では対応しきれなかった システム連携開発が不要

自治体

訪問介護

病院

ケアセンター

家族

家族・支援機関

状況報告

最近、具合が悪くて
買い物にいけていないの

対象分野 高齢者見守り 株式会社NTTドコモ　＜URL＞https://www.nttdocomo.co.jp/biz/Profile

Profile

　病院で利用されてきたPHSの代
替手段として、一般社団法人日本病
院会および株式会社日本病院共済
会との連携にてフロンティア・フィー
ルドが開発したのが「日病モバイル」
である。スマートフォンをベースに、セ
キュリティを保ちながらナースコール
など緊急連絡に対応しつつ、院内・外
部連携機関との情報共有を進め、コ
ミュニケーションを強化する。
　システムにおいては、利用者IDとス

セキュアな病院内コミュニケーションツール

マートフォンの内線電話番号を連携さ
せ、連絡を取りやすくした。LTE回線
経由でPBXとスマートフォンを接続し、
Wi-Fiがなくてもスマートフォンでナー
スコールの受信を実現した。また、利
用者のIDごとにスマートフォンの設定
を変えることで、1台のスマートフォンを

複数名で利用できる。
　スケジュール管理や勤怠管理、ステ
イタス表示機能も搭載していることか
ら、病院内のコミュニケーションだけで
なく病院内の業務の効率化および医
療分野で課題となっている働き方改革
の推進にも貢献するシステムである。

特別賞 株式会社フロンティア・フィールド
（連携：日本病院会・日本病院共済会）

株式会社フロンティア・フィールド
事業内容：情報通信業
URL：https://www.frontierfield.co.jp/

活用分野 医療施設内コミュニケー
ションツール

テクノロジ スマートフォンアプリケー
ション

DATA 図　「日病モバイル」の概要

ナースコール

電子カルテ

スイッチ

ルータ

モバイル
アプリケーション Wi-Fi工事不要

モバイル
デバイス管理

スマートフォン

利用IDごとのログイン管理
ナースコール連携
一斉通知機能
エマージェンシーコール
クローズドWebカンファレンス
出退勤ステータス

〈

主
な
機
能〉

病院内

閉域網

閉域網
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Profile

　1800種類もの手術で使う器具を正
確に迅速に準備。手術後は、漏れな
く返却されたかを確認したうえで指
定の方法で洗浄・滅菌し、保管─
難しいといわれてきた手術器具のト
レーサビリティを実現したのが、福
井大学医学部附属病院滅菌管理部の
「IoTを活用した滅菌管理システム　
ARIES」である。国内の病院として初
の取り組みだ。
　運用が定着した現在は、導入前と
比較して手術器具の「組み立て」（準
備）の間違いを93％減少させた。さら
に看護師を専門業務に集中できたこ
とで総残業時間を85％削減、労働生

手術器具の滅菌処理をIoTでトレーサビリティ管理
品質・信頼性の向上に加え、働き方改革も

産性を34％向上させた。
　医療の質・信頼性の向上と働き方
改革を同時に実現し、大きな成果を
生み出した。

手術器具の動きをどう追う？
トレーサビリティのジレンマ

　医療業界では、2016年に「医療製
品識別とトレーサビリティ推進協議
会」が発足し、医療製品の利用履歴
管理が提唱されている。
　手術で使った器具は、病名によっ
ては特別な洗浄・滅菌処理を施す必
要があり、うっかり間違えれば感染の
拡大を招きかねない。また、まれに器

具が患者の体内に残されてしまう事
故もあり、手術室に持ち込んだ器具
がすべて返却されているかの確認も
不可欠だ。しかし、トレーサビリティ
の実行には壁が立ちはだかってい
た。その理由として、
・�医療器具の「個体」に識別コードを
添付する難しさ
・�多忙な医療現場で管理業務を行う
煩雑さ
・仕事のやり方を変える難しさ
などが挙げられる。
　では、福井大学ではどのようにシス

グランプリ・総務大臣賞・モバイルテクノロジー賞

福井大学医学部附属病院　滅菌管理部
統合滅菌管理システム「ARIES」

テム化を進めたのだろうか。

器具にバーコードを刻印
「承認ボタン」は極力排除

　「出発点は2010年からの新棟移転
計画でした。当時の看護部長・江守直
美氏より院内の新たなレイアウトを考
えると同時に医療器具のトレーサビ
リティシステムも導入したいと。他の
大学病院を見学させていただき、検
討を始めました」
　プロジェクトリーダー・看護師長の
石本洋子氏は、経緯をこう説明する。
　手術ごとの使用器具や滅菌の方法
は手順書で細かく規定されている。
文書を確認しながらの滅菌作業には
経験豊富な看護師の力が必要となり、
業務上の負荷ともなっていたのだ。
　運よく、当時、「モバイル心電図シス
テム」（「MCPC�award�2016」受賞）の
構築を行った技術専門員・笠松眞吾
氏が同席しており、アドバイスを受け
ることに。同システムを手がけていた
メディカルジャパンよりシステム企画
の提案を受けた。
　メディカルジャパンの島津貴朗氏
は、次のように振り返る。
　「紙の手順書が整備されているの
でシステム化はできるものの、実際の

手術器具の動
きをどう追跡す
るかが課題で
した。作業中の

PC操作は避けたいとのリクエストも
あり、たどり着いたのは、国際規格の
GS1バーコードを器具に刻印し、読み
取る方法でした」
　例えば、「つかむ道具」である鉗子
は細くて小さい器具だ。ここにバー
コードシールを貼ると、はがれて紛失
する危険があるし、紐で括り付けれ
ば手術の邪魔になってしまう。
　バーコードの刻印なら、医療現場に
こうしたリスクを持ち込まない。
　システムに登録された手順と器具
との照合作業は、「読み取るのみ」
だ。例えば滅菌を行う際、手術器具
のコードと利用する滅菌プログラムの
コードを読み取る。手順と一致すれ
ばOK、一致しないときにはシステム
からアラートを出す。
　「人が承認ボタンを押すだけで煩
雑になりますから、この点は使いやす
さのポイントでした。手術部から器具
が戻ったときは、器具を順に読み取る
ことで、漏れがないかシステムが照合
します。照合が済むと色が変わるなど
見た目にもわかりやすいですね」と石
本氏は感想を話す。
　滅菌後に器具を収納する保管庫
は、メーカーからのAPI提供でIoT化
が実現。滅菌検定終了のコードを読

むと、倉庫の棚が自動で動き、収納す
べき棚が出てランプがつく仕掛けだ。
　手術ごとに器具をセットした手術
カートは、RFIDもしくは赤外線により、
手術エリア内のどこにあるかを追跡で
きている。
　このように、手術準備から滅菌、そ
して収納まで、「ミスが起きない確認・
追跡の仕組み」により、これまで看護
師が行っていた洗浄や滅菌の手配は
専門の滅菌技士に移行できた。看護
師は専門業務に専念でき、残業も大き
く削減されたのである。
　「年間3000万円はコスト削減でき
ています。医療費が厳しくなる中でコ
スト削減は大切。この受賞を機に、他
の病院にも広げていきたい」と笠松氏
は力を込めた。

改革の壁を乗り越える
不可欠なリーダーシップ

　患者への対応が優先となる病院で
は、効率化などのICT活用は二の次
になりやすい。導入の壁を越えるには、
強い信念とリーダーシップが必要だ。
当プロジェクトでは、看護師長の石本
氏が実現へのキーパーソンだった。
　例えば手術器具の呼び名一つとっ
ても医師や部門によって異なるという
現実があった。システム化には名称の
統一が必要であることやシステム化
の意義を根気よく説明していった。
　全国の病院に先駆けて成果を挙げ
た福井大学医学部附属病院。滅菌管
理部長の小久保安朗氏は、「システム
導入により仕事の進め方を改革でき
たことは大きな成果。今後は手術部
門にもシステムを活用していきたい」
と力強く語った。

国立大学法人　福井大学医学部附属病院
事業内容：�総合医療（特定機能病院）�

病床600床
URL：https://www.hosp.u-fukui.ac.jp/

活用領域・解決する課題 ・手術器具のトレーサビリティ管理、器具と手順の照合
・病院内業務の効率化・自動化

テクノロジ・
デバイスキーワード  IoT、機械のIoT化、GS1バーコード、RFID

DATA

図　福井大学医学部附属病院　総合滅菌管理システム「ARIES」の概要

＜個別管理に向けたデータベース化＞

手術ごと・術式ごとに必要な器具
をデータベース化
（文書をシステム化）

個々の手術器具に
GS１バーコードを刻印
して個別管理手術セットの

「組み立て」
を管理

＜業務フロー＞

プ
ロ
セ
ス

シ
ス
テ
ム

手術準備（器具のピッキング） 手術 手術器具回収 洗浄 セット組み 滅菌 保管

・術式に応じて、使用する器具を一つずつ
バーコードで読み取り、間違いないことを
確認
・器具を載せる手術カートのIDも登録

・器具のバーコードを読み
取り、返却漏れがない
か確認

・洗浄・滅菌方法や使用機器が正
しいか器具と機器のバーコード
を読んで、システムにて照合
・大型機器の稼働を監視

・滅菌終了後、手術コンテナの
バーコードを読み取り、保管場
所の確認
・立体保管倉庫の自動制御

組み立てセットがある位置を確認

バーコードを刻印

モノとデータの
照合

モノと手順の
照合

空きスペースが
自動で現れる

器具と機器の
照合

次の手術へ

手
術
決
定

メディカルジャパン
島津貴朗氏

所在地：�福井県吉田郡永平寺町松岡下合月
23-3

滅菌管理部の様子

写真左から看護師長　石本洋子氏、滅菌管理部長 小久保安朗氏、
技術専門官　笠松眞吾氏
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音声-テキスト変換でリアルタイムな通話を、文字で見る

　耳の聞こえにくい方も使える電話
サービスを─。こんな想いを具現化
したのが、NTTドコモとドコモ・テク
ノロジが共同開発した「みえる電話」
である。2016年10月にトライアルを開
始し、2019年3月から商用化した。
　NTTドコモの回線契約をしている
スマホにアプリをインストールすれば
利用できる。音声認識により相手の
通話音声をリアルタイムにテキスト変
換してスマホ画面に表示。また、音声
合成により、みえる電話利用者がスマ
ホで入力したテキストを音声変換して
相手に送ることもできる。

相手側の電話種別は限定なし
音声認識精度向上に種々の工夫

　音声認識/音声合成エンジンやメ
ディア処理装置などのシステムは携帯
電話網内に構築した。「これにより利
用者向けアプリでのテキスト変換は
スムーズで、しかも相手の電話種別を

限定せずに発着信・通話ができるよ
うになっています」と、NTTドコモ ス
マートライフ推進部の谷本茂雄氏は
説明する。
　ネットワーク側の開発を担当したド
コモ・テクノロジ パケットNW事業部
の篠﨑卓也氏は、システムのポイント
について「リアルタイムな通話音声の
認識精度を高めるために、会話の途
切れの検出や文頭切れを排除する方
法に工夫を凝らしました」と話す。ま
た、トライアル期間の利用実績をもと
に、音声認識エンジンに使用頻度の
高い単語や発話文章を学習させ、商
用化に臨んだという。

緊急連絡などに効果を発揮
健聴者の理解も普及のポイントに

　聴覚に障がいのある人は、メール
やSNSなどテキストのやり取りに頼ら
ない、新たな連絡手段が増えた。
　同サービスのスマホアプリ開発など

に携わるNTTドコモ サービスデザイ
ン部の伊藤瑠美氏は、「日常生活でト
ラブルが発生した時の緊急連絡、電
話対応のみのコールセンターへの問い
合わせなど、即時性のあるコミュニケー
ションの価値を実感していただけるは
ずです」と、利用者のメリットを訴える。
　実際、利用者からは「いざという時
にとても便利」、「自分でできることが
増えるのがうれしい」といった高評価
の声が寄せられている。
　谷本氏は、当面の目標として「アプ
リのダウンロード数で10万突破と社
会の認知度向上」を掲げる。そして、
「サービスを利用される方だけでな
く、通話相手となる健聴者の認識・理
解も深め、社会に浸透させていくこと
が重要です」と将来を見据えている。

「みえる電話」
優秀賞
株式会社NTTドコモ/
ドコモ・テクノロジ株式会社

図　「みえる電話」のシステム概要

通話相手
（非加入者）

サービス利用者
（加入者）

発話内容
（音声）

合成音声

音声認識結果（文字）

発話内容（音声）声＋テキスト入力

※電話の種別は問わ
　ない

テキスト入力 テキスト入力

音声認識部

通話音声テキスト化サービスシステム

ドコモネットワーク

音声認識エンジン

音声取得部
メディア処理装置

音声合成部
音声合成エンジン

固定
電話

フィーチャー
フォン

スマート
フォン

・ NTTドコモ スマートライフ推進部 コミュニ
ケーションサービス担当 担当課長 谷本茂雄
氏（写真左）
・ NTTドコモ サービスデザイン部　クラウドア
プリ開発担当　伊藤瑠美氏（中央）
・ ドコモ・テクノロジ パケットNW事業部 マル
チメディアシステム開発部 サービス基盤推進
担当 主査　篠﨑卓也氏（右）

株式会社NTTドコモ　＜URL＞http://www.nttdocomo.co.jp
ドコモ・テクノロジ株式会社　＜URL＞http://www.docomo-tech.co.jp

会社概要
対象分野 聴覚障がい者のコミュニケーション支援

活用領域・解決する課題 ・聴覚障がい者向けの電話サービス
・音声-テキスト変換によるコミュニケーション

テクノロジ・
デバイスキーワード 音声認識、音声合成、スマホアプリ

DATA

スマホアプリの画面
発話のイメージ（左）、
通話がテキスト化さ
れたイメージ（右）

Profile

　在宅医療が注目されるなか、患者
や家族は入院医療と比べ緊急時の対
応に不安感を抱いているといわれる。
医療法人社団平郁会では「モバイル
CTI」「動態管理システム」「電子カルテ」
の3つのICTシステムにより、緊急時
の対応強化を図った。
　モバイルCTIとして「uniConnect」
を採用。マルチキャリア対応のBYOD
で固定電話番号を活かしたままスマー
トフォンでの受発電を可能とした。折り

在宅医療の緊急対応を強化するクラウドシステム

返し電話をせずに転送で対応できる
ため患者の不安を軽減できた。通話内
容は録音されトラブル防止策ともなる。
　また、往診ができる医者を車両位置
で把握する動態管理システムによって、
近隣で対応できる医者が速やかに患
者宅に向かえるようになった。

　同時に電子カルテのクラウド化を行
い、医師は患者のカルテ情報をいつで
もセキュアに活用できる。
　以上により、速やかに患者宅に向
かって適切な医療を提供できる体制
が構築でき、要請から往診実施まで
の時間を平均30分ほど短縮できた。

特別賞 医療法人社団 平郁会
医療法人社団　平郁会
事業内容： 在宅医療・外来診療・健康診断・

予防接種
URL　http://www.heiikukai.com/

活用分野 迅速・セキュアな在宅医療提
供

テクノロジ モバイルCTI、位置情報、
タブレット・スマホ

DATA 図　在宅医療緊急コール対応クラウドシステム

モバイルCTIでエリア自動振り分け
体調不良により臨時往診依頼

モバイルCTIで会話録音
一次ヒアリング

モバイルCTIで自動転送

動態管理システム
医師へ転送

二次ヒアリング 出動依頼

出動 診療実施

出動エリア・医師確認

出動依頼 緊急往診実施在宅医師フロー 往診依頼 医療判断

患者・ご家族

コールセンター

待機医師

出動医師

CTI 電子カルテ入力 電子カルテ確認
出動先・医師の
場所確認 電子カルテ入力

MCPC
award
2017

Profile

　女性の大きなライフイベントである出
産。しかし生活習慣や気持ちの変化に
より、産後うつが引き起こされるケース
がある。
　東北大学では、産後うつ克服と妊
娠・出産に伴う心の健康向上に向けた
調査研究「スマイリー・マミー・プログ
ラム」（SMP）の一環として、スマホのラ
イフログアプリを活用したデータ収集・
モニタリングを実施。産後うつを引き起
こす要因の特定と産後うつの予防法・

産後うつ予防へライフログを収集するIoTシステム

治療法の開発を進めている。
　妊娠中期から産後2か月の期間、妊
産婦に活動量計ムーヴバンドとSMP
ライフログアプリを提供し、2つのデバ
イスをシステム連携。前者は、歩数、睡
眠パターン、消費エネルギーを測定し、

データをスマホアプリで確認できるも
のだ。後者は自身の1日の行動や気持
ちの変化、睡眠などを記録する。
　アプリを使ってセルフモニタリングが
できることで、マタニティライフの質向
上も期待される。

奨励賞 国立大学法人 東北大学MCPC
award
2018

国立大学法人　東北大学
事業内容： 学部、大学院、専門職大学院、附

属研究所、附属学校
URL　https://www.tohoku.ac.jp/

活用分野 妊娠・出産に伴う心の健康向
上

テクノロジ 活動量計ムーヴバンド、スマ
ホアプリ

DATA 図　スマイリー・マミー・プログラムによるライフログ収集の仕組み

妊産婦 研究者
医療関係者・セルフモニタリング

活動量・生活習慣・気持ち
の変化を自ら計測・記録

①バイタルデータを
日々アップロード

①ライフログデータを
　日々登録

②バイタル/ライフログ
データをダウンロード

匿名化管理室

③適宜バイタル/
ライフログデータを
確認

・サポート
産前産後における心の
状態を専門スタッフがサポート

・調査研究
データの統合・分析

ライフログ収集
ソフトウェア

ムーヴバンドの
データ管理
システム

健康サポート
リンク
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保育士が安心して働ける環境を「映像IoT」で

　生後五カ月までの乳児に起きるこ
とがある突然死は、根本的な原因が
解明されていないという。ゼロ歳児を
受け入れる保育園では5分おきの見
守りが実行されているが、どんな仕事
でもヒューマンエラーは発生する。
　「IoTを使って乳児の突然死をゼロ
にできないか」─保育園「ビックマ
マランド」（宮城県）の経営者の声を元
に開発されたのが、トライポッドワー
クスの「べびさぽ」である。

乳児と保育士の仕事を
リアルタイムで見守り

　同システムは、寝ている乳児をカメ
ラで見守り、動きがあるか、うつぶせ
寝をしていないか、見守りが来たかな
ど、様子をリアルタイムに解析する。5
分間を1単位とし、時間内に動きがあ
れば次の5分へ、動きがない場合は
照明の色の変化と優しいメロディでア
ラートを発する仕組みだ。
　映像は同時にタブレット端末にも映
し出され他の保育士も見ることがで
きる。また、録画が保存されるので、
万が一のときは確認資料にもなる。
　開発を手がけたイメージソリュー
ション部部長の渋谷義博氏は、約2カ
月、保育園にカメラを入れて状況を把
握し、この方式を提案した。
　「現場では仕事がきちんと回ってい
ますので、センサーでピンポイントの

検知をして“人がシステムに従う”の
ではなく、現場を見守って万が一に備
え、気持ちを楽に仕事にあたっていた
だけるシステムが最適と考えました」
　システム構築は約3カ月と短期間で
完成した。その理由は、トライポッド
ワークスがすでにカメラ＋映像解析を
手がけていたことにある。
　同社代表取締役社長の佐々木賢一
氏は、「IoTといえばセンサーを使った
システムが多いですが、人の側から見
ると、センサー情報と視覚情報では、
圧倒的に視覚情報の方がわかりやす
く行動しやすい。そこで当社では、建
設業などの業務ニーズに合った映像
解析サービスを提供しているのです」
と背景を説明する。

現場の使いやすさに配慮
保育園になじむランプの光

　お知らせ用ランプは優しい光を出
せるフィリップスの「HUE」を採用。忙
しい保育の現場で無理なく利用して

もらえるように、ランプの色は緑（通
常）、黄色、赤の3種類を基本とした。
「HUE」はAPIが公開されているため
開発コストを抑えることもできた。
　「べびさぽ」を活用している保育園
からは、「見守られていることで保育
士に、よりいっそうの自覚と責任感が
生まれる」「操作が簡単でわかりやす
い」などの感想が届いている。
　「働き方改革が叫ばれていますが、
保育士さんの一番の不安材料「責任
の重さ・事故への不安」を軽減するべ
びさぽで、安心して働ける施設づくり
のお手伝いをしたい。保育園不足の
解消にも貢献できるはず」と渋谷氏は
意気込みを語る。
　現在、企業内保育園を筆頭に問い
合わせが続いており、働きやすさ向
上への貢献が期待されている。

「乳児見守り支援システム べびさぽ」
優秀賞
トライポッドワークス
株式会社

見守りをサポート

5分以上動かない

映像を解析

保育士

Wi-Fi

パソコンやタブレットでも確認

うつぶせ寝

映像を解析

ランプの色が変わり
アラートメロディに

カメラで見守り

トライポッドワークス
代表取締役社長 佐々木賢一氏（右）
技術統括本部 イメージソリューション部 部長 
渋谷義博氏（左）

 トライポッドワークス株式会社　＜URL>http://www.tripodworks.co.jp/会社概要対象分野 保育園見守りサポート

活用領域・解決する課題 乳児見守り、保育士業務見守り、働きやすさ向上

テクノロジ・
デバイスキーワード 映像解析ソリューション、IoT対応照明、Wi-Fi

DATA

MCPC
award
2017

図　「べびさぽ」のシステムイメージ

Profile

地域産科医療機関の胎児診断をネット経由で支援

　さいたま新都心の一角に2017年1
月、小児専門の診療科を揃える埼玉
県立小児医療センターと産婦人科を
有するさいたま赤十字病院が並んで
移転開院した。この医療拠点は、両者
が連携して総合周産期母子医療セン
ターとしても機能している。
　埼玉県立小児医療センター・総合
周産期母子医療センター長の清水正
樹氏は、「事前の診断に基づいた出産
前の母体、胎児のケアから新生児の
治療までスムーズかつ迅速に行える
体制を確立できました」と説明する。

地域の産科医療機関との
ビデオコミュニケーション環境を構築

　同センターではまた、県域の周産期
医療に寄与する仕組みも整備した。
地域の産科医療機関による超音波を
使った胎児診断をネットワーク経由で
サポートする「遠隔胎児診断支援シス

テム」である。
　遠隔で映像をやり取りするシステ
ムには、米国Vidyo社の製品を採用
した。一番の評価ポイントは5Kまで
対応する画像品質の高さ。清水氏は、
「実機のデモを見て『この画質なら』と
太鼓判を押しました」と言う。
　また、システム構築を手がけた丸紅
情報システムズの冨山雅弘氏は、「エ
ンドポイント側で映像をエンコード・デ
コードする独自技術により多地点接続
でも低遅延・高画質を実現しているこ
と、接続先の増加にも容易に対応でき
る拡張性なども、県全域を対象とする
大規模ネットワークでの活用に適した
特徴です」と付け加える。
　システムは、埼玉県立小児医療セン
ターに認証・管理用の専用サーバを配
置し、県内の他の周産期医療拠点で
ある埼玉医科大学病院、埼玉医科大
学総合医療センターの2カ所および地

域の産科医療機関を専用VPN回線で
結んでいる。各種機能はソフトウェアで
提供されるため、接続先ではパソコン
やタブレット端末、スマートフォンなど
でビデオコミュニケーションを行える。

胎児の超音波画像解析で
疾患の早期発見・治療に成果

　現在の用途は、①地域産科医療機
関から胎児の超音波画像を受け取り、
解析してレポートを返信（非リアルタイ
ム診断支援）、②胎児の超音波画像を
双方向で共有し患者をその場で診察
（リアルタイム診断支援）の2通りある。
　日常的に使われるのは①で、24の
地域産科医療機関がネットワーク経由
で画像データを送信してきている。参
加医療機関での出生数の年間総計は
県内全体の約33％にもなり、遠隔での
画像解析結果に基づく診断で入院・
治療した新生児の数は開院から1年間
で110名超にのぼった。
　清水氏は、「母胎や胎児、新生児の
病気を早期発見・早期治療できる件数
が明らかに増えました」と、システム導
入の成果を語っている。
　今後の目標は、県内すべての地域
産科医療機関に普及させること。さら
に、当初からの狙いだった在宅診療で
の活用も推進したいとのことだ。

モバイル
パブリック賞

埼玉県立小児医療センター
丸紅情報システムズ株式会社

遠隔胎児診断支援システム

図　「遠隔胎児診断支援システム」の構成概要

超音波
診断装置
（例）

TV
モニタ

HDカメラ

Vidyo
Room 医者

医者

Vidyo
サーバー

専用
VPN

通信は
暗号化

マイク・スピーカー

マイク
スピーカー
カメラ

地域産科医療機関 県内周産期
母子医療センター

埼玉県立小児医療センター

埼玉医科大学病院

埼玉医科大学
総合医療センター

埼玉県立小児医療センター 
総合周産期
母子医療センター長・
新生児科部長 
医学博士の清水正樹 氏

丸紅情報システ
ムズ 
エンタープライ
ズ営業第二部 
営業一課 課長
冨山雅弘 氏

活用領域・解決する課題 ・埼玉県における周産期医療の環境整備
・周産期母子の病気の早期発見・早期治療

テクノロジ・
デバイスキーワード ビデオコミュニケーション

DATA

MCPC
award
2017

埼玉県立小児医療センター
事業内容：小児専門の総合医療機関
URL：http://www.pref.saitama.lg.jp/scm-c/
 （http://www.dn-scmc.com/）
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Profile

　一刻を争う救命救急の分野では、
モバイルを用いて現場と医療機関を
結び迅速な対処・治療を実現するさま
ざまな仕組みが開発されている。しか
し、導入・運用にかかるコストや手間
がハードルとなり、命を救うための有
用性は明らかでも普及が進まないケー
スも少なからずある。
　福井大学医学部 技術専門職員の
笠松眞吾氏は、急性心筋梗塞患者の
救命率向上につながる病院搬送前の
心電図データ共有の仕組みに関して、
大都市圏だけでなく全国の60％を占
める人口規模10万人以下の自治体や
消防本部でも導入・運用が可能な「ク
ラウド型救急医療連携システム」を開
発した。
　笠松氏によれば、急性心筋梗塞
（ST上昇型）の診療ガイドラインでは、
立体的に心筋の電流を捉える12誘
導心電図を救急要請先から送信し病
院到着後90分以内に治療を開始す

心電図伝送＆画像共有クラウドシステムで
広域搬送でも急性心筋梗塞患者の救命率を向上

れば救命率が高いとされており、政令
指定都市などでは病院到着後の迅速
な対処を実現するための遠隔心電図
伝送システムが普及し始めている。
　しかしながら、「地方では、緊急手
術が可能な二次救急病院まで30分
以上かかることも多く、物理的に搬送
時間を短縮できません。搬送中に心
電図を送信するシステムの必要性はむ
しろ都市部よりも高いといえます。に
も関わらず、従来のシステムは高額な
初期投資と運営費から、地方の自治
体への導入が進まない状況にありま
した」と、同氏は説明する。
　福井県は東西に長く、例えば西部
の小浜市は、福井県急性心筋梗塞指
定病院・救命救急センター5病院まで
かなりの距離があるのだ。

心電計からタブレットに
Bluetooth経由でデータ転送

　遠隔心電図伝送の研究に着手した

のは2010年まで遡る。「デンマークの
大学病院を視察した際に、12誘導心
電図伝送システムによる急性心筋梗
塞患者の搬送救命事案を目にしたの
がきっかけでした」（笠松氏）。
　その後、総務省の戦略的情報通信
研究開発推進事業（SCOPE）に採択
（2011～2014年度の4回）され、試行
錯誤を繰り返しながらメディカルジャ
パン社とともに、オンプレミス環境か
らクラウド利用へのシフト、救急現場
で12誘導心電計と組み合わせる端末
の開発などに成功。
　2014年12月には、福井県勝山市消
防本部、2015年2月には同県坂井市
の嶺北消防組合消防本部で、救急車
からのクラウド型12誘導心電図伝送
実証試験を開始した。
　さらに、携帯型心電計とBluetooth
で接続しモバイル通信（3G/LTE）に
てクラウドへと心電図データを送信
できる廉価なタブレット端末を開発

し、2016年に福井県内の5消防本部・
12救急隊と急性心筋梗塞指定病院・
救命救急センター5病院に試験導入
を行った。

端末操作は極めて簡便に
導入コストは従来の１/6以下

　システムの特徴として、まず挙げら
れるのは使いやすさ。救急隊側、病院
側ともに3回以内の端末操作ですべ
ての作業を行えるよう簡略化した。
　同システムを利用する嶺北消防組
合では、「操作が難しくないので、救
急の現場で迷うことなく測定と送信が
行えます。写真も送れるので状況をす
ぐに伝えられるのは助かります」と話
している。
　センター側のクラウド基盤には、

Amazon 社 の
「Amazon Web 
Services」（AWS）
を採用。クラウド
上のサーバは仮
想化し、医療圏ご
とに分けた「仮想

プライベートクラウド」（VPC）を構築し
たうえで、仮想医療圏クラウドへVPN
接続する形にすることで高セキュリ
ティを確保した。
　現場では、まず救急隊側が電話連
絡で搬送先の病院を決定したうえで
心電図を送信することが多い。クラウ
ド上に送られたデータは病院側にプッ
シュ送信されるため、ほぼリアルタイム
で搬送中の患者を遠隔診断でき、受
け入れ後の処置や人的体制を事前に
準備することが可能になった。福井大
学医学部附属病院では、壁にかけた
モニターに緊急受信警報とデータが
表示され、見やすく使いやすい工夫が
なされている。
　また、システム開発のそもそもの狙
いだった低廉化に関しては、従来シス

テムに比べて導入コストで6分の1以
下を実現。「これによって、人口3万人
以下の自治体でも12誘導心電図伝送
システムの導入が可能になりました」
（笠松氏）。

救命率向上に明確な効果　
広域災害時の遠隔支援も可能

　「クラウド型救急医療連携システム」
を活用したことで、実証試験期間中だ
けでも6名のST上昇型急性心筋梗
塞患者を検出し、搬送先での緊急心
臓カテーテル治療により救命に結び
つけることができた。
　5病院・12救急隊での運用でも、搬
送時間の短縮や到着後の治療開始ま
での時間短縮で救命の例が増え、そ
れによってシステム活用への前向きな
姿勢も強まっている。一命を取りとめ
た患者からも喜びや感謝の声が寄せ
られているという。笠松氏は、「このシ
ステムを導入することで、医療資源が
限られる地域の住民も大都市圏の急
性心筋梗塞患者と遜色のないサービ
スを受けられることが立証されていま
す」と強調する。
　また、地域連携を視野に入れて、医
療圏ごとに分けているVPC間で、広
域災害が起こった際には相互にVPC
を組み替えて相互アクセスを可能に
し、医療圏を越えた遠隔支援が行え
る仕組みも整備している。福井県外か
らもオファーがあり、システムによる広
域連携の実験も進めているという。
　将来的には、マイナンバーと連携
し、個人の医療記録や服薬履歴な
ど、独居高齢者の救急搬送時にもク
ラウド上で既往歴を照会できるよう
な仕組みなども付加したい意向だ。

グランプリ／総務大臣賞／モバイルパブリック賞

国立大学法人 福井大学 医学部 救急医学

心電図データが届くとすぐさま
アラームが鳴る。医師は病院到
着後の治療に向け、直ちに準
備を開始する。現場で見やす
いよう画面は壁にかけてあり、
立ったまま使える

救急現場での活用
イメージ
心電図計のデータ
をBluetoothで端末
に送り、クラウド上の
指定病院のサーバ
へ送信（撮影協力：
嶺北消防組合）

福井大学医学部附属病院
での利用例

救急の現場 病院素早く伝達

図　「クラウド型救急医療連携システム」の概要

・HTML5、Dockerなど最新のWeb技術で高い操作性とセキュリティ
・ネットワークサーバー群やVPNルーターなどはすべてVPCに収容
・マルチキャリア、マルチデバイス、マルチベンダー
・ボタン3回以内の操作で使え、マニュアルレス

福井県内5病院

クラウドサーバ

仮想プライベート
クラウド（VPC）
（A病院／B病院／…）

モニタに
心電図等のデータ

救急車到着前に
手術スタッフ準備

救急現場 クラウドシステム

Bluetooth

LTE/3G

急性心筋梗塞患者

タブレット
携帯型
心電計

心電図データ

画像

緊急受信警報

生存退院率と
退院後QOLの向上

データ
搬送先病院へ

搬送病院へ

福井大学 医学部
技術専門職員
笠松眞吾氏（左）
メディカルジャパン
不動堂博文氏（右）

国立大学法人福井大学 医学部　救急医学
内容：医学学科と看護学科、医学研究科（大学院）を設置。医学
部附属病院は県内唯一の特定機能病院に認定されている。
http://www.med.u-fukui.ac.jp/home/ufms/

MCPC
award
2016

分野 医療

活用領域 県内広域救命救急

テクノロジ Bluetooth、
仮想プライベートクラウド

DATA
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医療―MCPC award 2016
Profile

　介護業界において、徘徊高齢者の
見守りや安全管理は欠かせず、GPS

持ち歩きやすく運用しやすい見守りサービス
端末を持たせるなどのサービスが提
供されている。ただ、端末の大きさや
利用可能時間の短さ、腕時計型では
外してしまうといった使い勝手の面で
課題が残っていた。
　そこで、介護事業者のやさしい手で
は、小型軽量の端末を靴等に収納し

て用い、徘徊高齢者の位置情報を提
供する安否確認・見守りサービス「い
まどこちゃん」を開発。月額利用料金
制で、端末貸与と専用ホームページに
よる位置検索機能を提供している。
　家族などの介護者はスマートフォン
やパソコンを用いて徘徊者の位置情
報を確認でき、捜索の時間的負担・心
理的負担を軽減することができる。
オプションとして、コールセンター

による電話を使った位置検索依頼受
付・位置検索回答サービスも用意。ま
た、端末を装着できるケアシューズも
販売し、利便性の向上を図っている。
　各家庭はもちろん、他の介護事業
者への提供も進めている。

奨励賞 株式会社やさしい手 株式会社やさしい手
URL　http://www.yasashiite.com/
事業内容　居宅介護サービス等

分野 介護福祉
活用領域 徘徊者の見守りサポート

テクノロジ 専用GPS端末
スマートフォン

DATA

MCPC
award
2016

図　「いまどこちゃん」の概要

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

GPSレンタル
システム利用料

月額：1,800円
（税別）

初期費用：5,000円
（税別）

オプション

かんたんGPS

位置検索
（オプション）

コールセンター
電話による

位置検索依頼と
回答も可能

利用者宅

ケアシューズ

　独居高齢者の孤独死は社会全体
の課題となっている。死後しばらく
たってからの発見は、親族はもちろん
のこと、部屋を賃貸している側にとっ
ても大きなダメージとなる。

賃貸住宅の電気利用状況から生活を見守る
　「お元気ですか？」は、こうした社会
問題に対応すべく、月額1000円の低
廉な低費用で入居者、親族、賃貸不
動産会社それぞれが安心して過ごせ
るためのIoTサービスである。

　賃貸不動産会社と契約し、室内に
「Arduino」のIoTボードを設置。セン
サーにて光と温度を5分ごとに読み
取り、サーバに送信する。一日中電灯
がつかない、またはついたままなど異
変を検知すると、不動産会社や親族
にメールが送信される。収集する情
報は住居環境データであり、個人情
報の取得は行わない。
　通信にはゼロSIMを使い、無料範
囲内で収まるよう配慮。高齢者側に
操作やメンテナンスが不要であること
も使いやすさを高めている。
　まずは大手民間不動産賃貸会社に
働きかけ、見守りシステムの設置を進
めていくとのことである。

中小企業特別賞
クリオネット有限会社「独居老人生活見守り・お元気ですか？」MCPC

award
2016

図　賃貸物件における独居高齢者見守りの概念図

・素早い異常検知で入居者をサポート
・独居高齢者の親族に安心を提供
・賃貸物件オーナーの資産価値を守る

ゼロSIM
の活用

・データのグラフ化
・基準値に達すると関係者にメール

ワンボ－ドチップパソコンを設置。
ArduinoのIoTデバイス3GIMボ－ドにて
温度、光センサ－を計測

賃貸物件住宅内

対象分野 社会福祉・賃貸住宅支援  クリオネット有限会社　＜URL＞http://www.pc9801.com/Profile
Profile

　群馬県高崎市では、徘徊する高齢
者の早期発見を図る「はいかい高齢
者救援システム」を開発した。
　3G回線付きのGPS端末に電池残
量通知などの追加機能を実装して、対
象者に貸与。介護者からの連絡を受
けた見守りセンターは、24時間365日
体制で探知した位置情報を介護者に
通知し、高齢者の早期発見、保護を
支援する。
　介護者が現地に向かえない場合
は、見守りセンターが現地に急行する

徘徊高齢者をすぐ見つけ出し介護者の負担軽減

ほか、必要に応じて警察に顔写真等
を提供し、高齢者を素早く保護する。
端末貸与から保護まで高崎市が一元
対応するため、介護者の負担が軽減
されている。

　このシステムの活用により、介護者
から位置情報の提供依頼があってか
ら、約9割の事案が1時間以内に発見
されており、全ての事案において無事
保護されている。

奨励賞 高崎市 高崎市（群馬県）
地方自治体
URL　http://www.city.takasaki.gunma.jp/

MCPC
award
2016

分野 介護福祉
活用領域 高齢者の見守りと救援
テクノロジ GPS、クラウドサービス

DATA 図　「はいかい高齢者救援システム」の概要

自治体

高崎市

端末保持者

高齢者

市民

見守りセンター

【運用】
24時間問い合わせ対応

業務委託
問い合わせ
対応

業務委託
サービス
提供

24時間携帯型安否確認システム
3G付きGPS端末

かんたん位置情報サービス

高崎警察署

徘徊高齢者
駆けつけ

（全国の警察が対応）

介護者
利用料：無料

3G付き
GPS端末

申込

認知症高齢者の徘徊対策に関する協定

問い合わせ

端末提供

位置検索（管理者）

位置情報提供

位置情報提供 捜索・
保護

捜索・保護

捜索・保護

システム・端末提供

Profile

　出動要請件数が増加している救急
車。中には、「すぐに医療機関を受診
すべきかわからない」「治療してもらえ

子どもの病気やけがの緊急性を判断し適切な対応をサポート
る近隣の医療機関がわからない」など
の理由によるコールも多い。
　大阪大学大学院医学系研究科をは
じめとする4機関が連携して開発した
「小児救急支援アプリ」は、119番への
電話前に、子どもの急病やけがの緊
急性を判断し、適切な行動へつなげる
モバイルアプリである。

　医学的に症状の緊急度を判定する
アルゴリズムによって、119番通報、様
子を見る、近隣の医療機関（GPSの位
置情報による）への受診を勧めるなど
の判定を行う。
　通信不感エリアでも動作可能とす
るため、画面操作と通信を分離し、通
信可能になった段階でデータをアップ
ロードする。開発に際しては、使いやす
さを向上させるべく、母親らにアプリを
使用してもらい改善を図った。アプリは
「Google Play」や「App Store」から無
料でダウンロードできる。
　蓄積したデータは解析を行い、医
学アルゴリズムの精度向上を図って
いく。

特別賞
大阪大学大学院医学系研究科　救急医学、
大阪市立大学大学院医学研究科　救急医学、
大阪市消防局救急部救急課、株式会社DTS WEST

大阪大学大学院医学系研究科
事業内容　医療・福祉・教育・学習支援
URL　http://www.med.osaka-u.ac.jp/

分野 医療
活用領域 小児救急医療の緊急度判定

テクノロジ スマホアプリ、位置情報、
データ分析

DATA

MCPC
award
2016

図　「小児救急支援アプリ」の概要

医学的に症状の緊急度を判断し、
保護者の不安を解消

判定された緊急度に従って
ワンタッチで119番通報や
医療機関の情報を提供

119番

適切な医療情報

子どもが
急病に
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高齢化社会に欠くことができない

介護ビジネス。訪問介護サービス事

業者のビジネスをサポートすべく、石

川県金沢市でソフトウェア開発を手

がけるロジックは2011年4月、スマー

トフォン/タブレットを用いたクラウド

型の業務支援システム「Care-wing

（介護の翼）」の提供を開始した。

「訪問介護事業者からシステムの相

談を受けたことをきっかけに、この領

域への挑戦を決断しました」と、代表

取締役社長の和田森久志氏は背景

を話す。

年配者の多いヘルパーが楽に使

いこなせるよう、NFC（近距離無線通

信）を利用してICカードから情報を

読み取り、端末操作を大幅に簡便化

した点が特徴だ。

ICカードを読み取るだけで
スマホでの情報確認が可能に

訪問介護ヘルパーは非常勤の登

録スタッフが主で、自宅からの直行・

直帰が多いため、ヘルパー同士や管

理者との情報共有—予定の確認、

サーバにアップできる。

一方、管理者側はサーバ上のデー

タから各ヘルパーの業務をリアルタイ

ムに確認できる。しかも、月末に集中

する集計・保険請求といった事務処

理も自動化できるため、業務負荷が

大幅に軽減される。

訪問介護にとどまらない需要
サービス品質向上にも効果

「Care-wing」の導入実績は、関東

地域や大都市圏を中心に全国へと広

がっている。また、「訪問介護事業者

だけでなくサービス付き高齢者住宅、

訪問看護事業者、社会福祉協議会な

どへも導入が進んでいます」と、和田

森氏は話す。

導入先では、「初めはヘルパーから

の異議・抵抗がありますが、使い始め

ると業務が楽になることがわかり、手

放せないツールとして高評価をいた

だけます」と、取締役企画部長の木

田幸恵氏は説明する。

効果は現場業務・管理業務双方の

効率化に加えて、報告書や記録伝票

などの用紙代・印刷費、交通費や通

信費の削減、介護サービスの品質向

上や平準化にも及んでいるという。

作業の開始・終了や内容の報告など

がなかなかスムーズに行えない。

そこでロジックは、スマートフォン向

けアプリとクラウドにより現場からの

情報を一元管理するシステムを構築。

さらに、自社製の Bluetooth対応

NFCリーダーを組み合わせて、ICカ

ードから各種情報を読み取り端末上

に表示できる仕組みを盛り込んだ（ス

マートフォンに標準装備されたNFC

機能でも対応可能）。

ヘルパーは、名札代わりのICカー

ドをスマートフォン（NFCリーダー）に

かざすだけで、当日の訪問予定や作

業指示書、作業履歴、申し送り事項

を確認できる。

さらに、ユニークなのは、ヘルパー

の操作をより簡潔にするため、訪問

宅にICカードを貼り付けた点。ここ

にスマートフォンをかざすことで、開

始・終了の報告と作業内容の再確認

が自動的に行える。作業記録は端末

画面からの簡単な入力で、特記事項

は音声入力でも可能。終了後のIC

カード読み取り操作で記録データを

モバイル中小企業賞

株式会社ロジック

株式会社ロジック
http://www.logic-is.co.jp/

本社所在地

設　立

資本金

Profile
石川県金沢市新保本3-21

事業内容
パッケージソフト・モバイルアプリ開発、クラ
ウド/Webサービス提供など

1995年4月

3710万円

訪問介護業務の効率化に貢献
NFC機能で端末操作の簡便化を実現

MCPC
award
2013

MCPC
award
2013

＞＞＞DATA
業種 ソフトウェア開発

活用分野 訪問介護業務の効率化

テクノロジ

端末

ICカード（NFC）

自宅 

ICカードをかざす 

・スケジュールの確認 
・介護計画書の確認 

・介護履歴の確認 
・申し送りの確認 

事業所 

リアルタイムで確認 

・介護状況の確認 
・ヘルパーへの指示 
・実績の確認、承認 
・介護保険請求 

1軒目 

2軒目 3軒目 

国保連 

介護保険請求 

ICタグとクラウドによる 
セキュリティの高い情報共有 

クラウド 

確認・承認 
要介護者宅 

ICタグをかざす 

・介護計画書の確認 
・介護内容の確認 
・申し送りの音声入力 
・介護記録の送信 
・訪問先ごとに入力 

自宅で 

図 「Care-wing（介護の翼）」による介護業務のサポート

ロジック 代表取締役社長 和田森久志氏（写真左）
同 取締役企画部長 木田幸恵氏（右）

スマートフォン

医療―MCPC award 2015
MCPC
award
2015

MCPC
award
2015

＞＞＞DATA

Profile

　交通事故による死亡者は2015 年
の統計で4117名に上る。救急医療は
時間との闘いであり、重症者の手術を
どれだけ早く始められるかが生存率
を左右する。高度な救急医療を迅速
に提供できるドクターヘリ基地病院
が全国38道府県・46機に広がり、医
療側の体制は整いつつある。

17分の差が多くの命を救う
早く出動させる方法とは？

　しかし、誰もいないところで交通事
故を起こし119番できないなどのケー
スも多く、事故発生から消防への通
報には平均5分かかっている。さらに
ドクターヘリの出動要請に15分、出
動から治療開始までに18分、トータ

119番される前にドクターヘリが出動
交通事故時の命を救う重症者連絡システム

ルで38分を要しているという。
　「ドクターヘリ出動までの20分を3
分に短縮し、生存率を5 倍にするの
が私たちのプロジェクトです」
　日本医科大学北総病院　救命救
急センター医師の本村友一氏は、「救
急自動通報システム（D-Call Net）」の
背景をこのように説明する。

D-Call Netは、自動車事故で重症
者が出たと推測されると、119番通報
を待たずにドクターヘリが出動する、
画期的な仕組みである。認定 NPO法
人救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-
Net）・D-Call Net研究会が開発・提
供している。
　対象となるのはD-Call Net機能を
搭載した自動車。衝突した向きや走

行速度など車載器からの情報をもと
に、重症度判定アルゴリズムによって
死亡・重症率を予測し管轄地域のドク
ターヘリ基地病院へ連絡する。

データの地道な積み重ねで
判定アルゴリズムを作成

　当システムのポイントとなるのが、
重症度判定のアルゴリズムである。
　HEM-Netの石川博敏理事は次の
ように打ち明ける。
　「自動車事故の緊急通報には15年
の実績があるものの、事故の詳細情
報と傷害度を関連づけたデータはな
く、警察が持つ事故データを、損害保
険会社や日本医大、日本大等での救
急医療データと結び付け、判定アルゴ
リズムを開発しました」
　現在もデータの蓄積は続けており、
より精度を高めていくという。
　 事故情報は緊 急 通報サービス
HELPNETで受信されると同時に
D-Call Netサーバは重症度を判定。管
轄病院はタブレットで情報を受ける。
　タブレット表示画面は、見やすさを
追求した。「イラストや色分けで視覚
的にわかるようにし、車の絵の向きを
医師が患者に対面する向きと同じに
するなど工夫しました」と本村医師は
振り返る。
　今後の普及に向け、石川理事は、

「D-Cal l Netを契約すると自動車保
険が安くなるといったインセンティブ
も必要でしょう。警察との連携も強化
したい」と話している。

モバイルパブリック賞
認定NPO法人 救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）

医療サービス業種

救急ヘリの迅速な出動活用分野

車載器、タブレット、事故
データの分析

テクノロジ

認定NPO法人　救急ヘリ病院ネットワーク（HEM-Net）
D-Call Net研究会

http://www.hemnet.jp/
事業内容

病院・医療機関のネットワークの組
成、救急ヘリコプターによる患者搬
送の研究と利用促進など設　立 1999年12月

本社所在地 東京都千代田区一番町25番
全国町村議員会館内

D-Call Net研究会
（受賞時：AACN研究会）

認定NPO法人
救急ヘリ病院
ネットワーク
理事
石川博敏氏

図　「D-Call Netシステム」の概要
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